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次世代を　担う　　　
ほくさいの　若手農業者

田
た

島
じ ま

　洋
ひ ろ

史
し

 さん（38）

飯
い い

塚
づ か

　裕
ゆ う

輝
き

 さん（23）

①祖父の代から続くキュウリ農家に生まれる。
好きな車の仕事に就きたいと専門学校を卒業
後整備士として働いていたが、家族が体調を
崩した時期があり、助けるため一時的に就農。
しだいに自分の裁量で自由に仕事ができ、人
間関係にもあれこれと煩わされることもない
農業の魅力にとりつかれ今に至ります。
②休みがないこと。就農直後は年末年始やGW
など長期の休みに遊びまわる友人たちをとて
もうらやましく思いましたが、年齢を重ねる
につれ割り切れるようになってきました。
③良質なキュウリを栽培したいとあれこれおこ
なった工夫が、良い結果として現れたとき。
④農業という仕事。一時は仕事にするほど好き
だった車も、今所有しているのは軽トラック
一台というほどです。
⑤良質なキュウリの生産はもちろんですが、今
一番はまっているのはイチジクの栽培。令和
４年４月に200本を定植し、令和６年の本格
出荷を目指しています。現在栽培する品目と
の両立が今後の課題です。
⑥キュウリやイチジクといった地域で生産され
る農産物のPRやブランド化に向けて力を注
いでほしい。

平成14年就農
キュウリ27㌃

（越冬・無加温）の
２作型

水稲1.5㌶

令和２年就農
水稲10㌶ 小麦 1㌶

サツマイモ20㌃
金ゴマ20㌃

施設野菜 キュウリ4㌃
　　〃　　 トマト　4㌃

露地野菜
切り花10㌃

農園を共に支える
パート従業員の皆さんと

妻の美春さんと

車
の
整
備
士
か
ら
農
家
へ

良
質
な
キ
ュ
ウ
リ
を
届
け
た
い

農
業
は
天
職

目
標
は
水
稲
栽
培
50
町

①就農のきっかけ　②この仕事で大変なこと・
これまでに一番大変だったこと　③この仕事を
していて良かったと思うこと　④趣味　⑤今後
の目標・夢　⑥ＪＡに期待すること

前編

加
　
須

羽
　
生

①	子どもの頃から農家を営む祖父母と水稲の種
まきや、苗箱洗いを行っていました。その頃
から農業に興味を持ち、農業高校や農業大学
校で学び就農しました。

②	水田のモグラやザリガニには手をやきます。
除草剤散布後に、モグラの穴から水が落ちて
いるとがっかりします。ハクビシンやアライ
グマの被害も増えています。また露地野菜の
害獣対策として電気柵を設置しましたが、対
策に苦慮しています。

③	自由度が高いところ。農作物は、天候に左右
されるが、手をかければかけただけの成果が
あり、自分の力量が試されるところも面白い。

④	農業。最新の農機具を見に、農機展示会を
巡ること。来年、帯広で行われる国際農業
機械展を今から楽しみにしています。また、
YouTubeで農作業の動画を見るのも好き
で、農機具の整備など、動画を見て確認する
こともあります。

⑤	水稲の作付面積を50㌶くらいまで広げたい。
⑥	燃料や資材費の高騰で経費がかさんでいま
す。米価が少しでも上がるように、検討して
ほしい。農業関連の情報提供をお願いします。

❷



ほくさい地域の未来を
担う農業者を２号連続
でご紹介します！

次世代を　担う　　　
ほくさいの　若手農業者

小
こ

林
ばやし

　祐
ゆ う

毅
き

 さん（32）

染
そ め

宮
み や

　智
さとし

 さん（30）

①農機具店に勤務しながら、父の農業
を手伝い、農業法人設立を機に就農
しました。

②規模が大きくなるにつれ、水稲の播
種作業や苗箱並べ、育苗時の水やり
などが増えたこと。

③農業をとおして色々な人と知り合
い、視野が広がりました。

④ラーメン店巡り。

⑤今後は、大豆を生産していきたいで
す。米、麦、大豆を中心に効率的な
大規模生産をしていきたい。

⑥米中心でない違う作物の推進。行
政・ＪＡで協力して団地化を進めて
ほしい。

①専業農家に育ち、両親の苦労を見て
育ちました。農業高校を卒業後、他
職も経験しましたが、農業が自分に
合っていると思い就農しました。
②毎年同じ病害虫に悩まされる事。
③自分達が栽培したお米やキュウリを
購入いただいたお客様から「美味し
かったからまた買いにきたよ！」と
言われた時は、最高にうれしかった
です。
④温泉巡り。今はコロナ禍のため、
Googleストリートビューを見なが
ら温泉旅行気分を楽しんでいます。
⑤最新技術や機械を導入し、スマート
農業を実践したい。
⑥農機センター統合について検討して
ほしい。もっと農家に寄り添って、
最新技術や新資材の情報提供をお願
いしたい。

平成24年就農
キュウリ20㌃
水稲4.8㌶

平成31年就農
水稲36㌶
小麦9㌶

コンバインの調整をする
小林さん

朝採りキュウリを
箱詰めする染宮さん

大
豆
栽
培
を
視
野
に

効
率
的
な
大
規
模
生
産
に
挑
戦

ス
マ
ー
ト
農
業
で

省
力
化
を
実
践
し
た
い
！

羽
　
生

北
川
辺

❸



理
事
会
か
ら

税
務
法
律
相
談

11
月
７
日
に
行
田
中
央
支
店
で
開
催

８
月
29
日
の
主
な
議
案

①
事
務
リ
ス
ク
管
理
規
定
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

②
行
田
・
加
須
・
騎
西
中
央
支
店
、

行
田
中
部
支
店
レ
イ
ア
ウ
ト
工

事
に
つ
い
て

③
令
和
４
年
産
出
荷
契
約
米
概
算

金
単
価
に
つ
い
て

　

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

11
月
７
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
行
田
中
央
支
店

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
電
話
相
談
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
営
農
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

樹木の伐採・枝の剪定など
お任せ下さい！！

お申込・お問合せはＪＡほくさい支店窓口へ

　作業は埼玉県内の森林を伐採している熟練作業
員で構成する「NPO法人 森

も

林
り

の営み」が行
いますので安心・格安です！
　難しい伐採作業や抜根・整地作業なども特殊技
能を持つ作業員が全て対応できます。
　現地を拝見して、見積後にご納得いただいた上
で作業に取り掛かりますので安心してお任せ下さ
い。お見積りは、もちろん無料です！

　新型コロナウイルス感染拡大を受けて、毎年

１月に実施しております日帰りバスツアー「成
田山新春初詣2023」の販売を中止す
ることといたしました。

　代替といたしまして、「成田山新勝寺御
護摩札」を申し受けいたします。ご
希望の方は各支店窓口にお申し出ください。

作業前 作業後

事例　施工場所：行田市内

成田山新勝寺
御護摩札受付のご案内

ⓒよい食P

手を洗おう！

秋のイベントの
お知らせ

　令和４年秋のイベント予定をお知らせし
ます。
　詳細については各基幹支店にお問い合わ
せください。

　また、埼玉県やＪＡグループさいたまな
どが主催する「彩の国食と農林業ドリーム
フェスタ」は中止が決定しました。

基幹支店 イベント名 開催予定

行 田 中 央 行田農業まつり 中止

川 里 中 央 かわさとフェスティバル 中止

羽 生 中 央 羽生市農業まつり 11/13㈰

加 須 中 央 加須地域農業まつり 中止

騎 西 中 央
銀杏祭 11/6㈰

ＪＡ秋の収穫祭 中止

北 川 辺
北川辺ふるさと秋まつり

産業祭
10/30㈰

大利根中央
加須市童謡のふる里おおとね

市民まつり
11/13㈰

❹



あなたの疑問に社会保険労務士が個別でお応えします。
これまで当ＪＡとのお取引がない方もお気軽にご連絡ください。

相談会は予約制です。ご希望の方は事前に最寄りの支店にお申し込みください。

年金相談会JAの無料

㈱ほくさいグリーンアグリ設立
㈱ほくさいグリーンアグリが農業法人として９月１日に設立しました。

ⓒよりぞう

日　　時 開催店舗

12月17日 ㈯ ９
時
～
15
時

加須中央支店・騎西中央支店・
北川辺支店・大利根中央支店

２月18日 ㈯ 行田中央支店・川里中央支店・
羽生中央支店

※新型コロナウイルスの感染拡大の状況によっては相談会を中止
させていただく場合もございます。お申し込みの際は、事前に
当組合ホームページ等で最新の日程をご確認ください。

【会社概要】
⒈　社　　名　株式会社ほくさいグリーンアグリ
⒉　所 在 地　羽生市大字須影１５４６－２
⒊　資 本 金　3,000万円
⒋　役　　員　代表取締役社長　平井　清敏
　　　　　　　取締役　吉田　岳雄
　　　　　　　取締役　丸木　　仁
　　　　　　　監査役　高橋　　浩
⒌　事業内容　�農作物の生産及び販売、農作業の受

託事業、新規就農者の研修・育成事
業、前各号に付帯する一切の事業

　この度、社長の大役を仰せつか
りました平井です。

　㈱ほくさいグリーンアグリは、管内の農業の担い
手体制を補完し、新たな農業体制の可能性と地域農
業の活性化に挑戦するとともに農業振興に資する事
業体として、健全なる経営確立を目指すことを基本
方針としています。
　全地区にアンケート調査を行った結果、羽生地区
をモデル地区と定め、事業を展開し、ＪＡと連携して
地権者のニーズにお応えできるよう努めて参ります。

テープカットをする平井社長（左から４番目）と
発起人大塚宏組合長（右から５番目）、来賓のＪ
Ａ埼玉県中央会坂本富雄会長（右から４番目）と
各市市長他

左から柿沼利明アドバイザー、高橋監査役、
丸木取締役、発起人大塚組合長、平井社長、
吉田取締役、藤村和彦統括マネージャー

設立のご挨拶

役員と社員の紹介

㈱ほくさいグリーンアグリ
代表取締役社長　平井 清敏

❺



料理 園芸
●旬の食材・基本の調味料でおいしく
●調理時間は30分以内が目安
●人気料理研究家が毎月レシピを考案

●イラスト＆写真でわかりやすい！
●直売所での売り上げアップにも◎

掲載記事と関連した動画を「家の光YouTube」で
配信中。本誌・別冊付録の誌面にある二次元コー
ドを読み取ると、読者限定動画も見られます。

はこんな雑誌です！！はこんな雑誌です！！

JAグループ  家の光協会　
〒162-8448 東京都新宿区市谷船河原町11 TEL.03-3266-9039
http://www.ienohikari.net　

で記事が
さらに楽しく

定価（税込）●普通月号 629円
●付録月号（1・4・5・7・9月号）922円　
●家計簿付き12月号 1,027円

お申し込みはお近くのJA本・支店（所）へ

『家の光』の料理記事は簡単なレシピで、
材料もわが家の畑から調達できる
ものが多く、助かります

連載記事の「畑の時間」は、
定年退職後、右も左もわからず
畑を始めたわたしの心強い
味方です！

このほか楽しい
記事がいっぱい！

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）
デ

ビ
ュ
ー
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
お
薦
め
で
す
。
不

特
定
多
数
で
は
な
く
、
や
り
と
り
し
た
い

相
手
を
選
ん
で
、
落
ち
着
い
て
や
り
と
り

が
で
き
ま
す
。
家
族
や
友
人
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
り
、
音
声
通
話

や
ビ
デ
オ
通
話
を
楽
し
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

◎�

家
族
や
友
人
と
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
ろ
う

　

家
族
や
友
人
に
誘
わ
れ
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
デ

ビ
ュ
ー
を
し
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
モ
バ
イ
ル
社
会
研
究
所
の
調

査
（
２
０
２
２
年
５
月
）
に
よ
る
と
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
全
年
代
に
広
く
利
用
さ
れ
て
お

り
、
若
者
世
代
は
９
割
以
上
、
60
代
で

76
・
₄
％
、
70
代
で
も
69
・
₀
％
と
シ
ニ

ア
層
に
も
浸
透
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
都

合
の
良
い
と
き
に
見
て
返
事
を
す
れ
ば
い

い
の
で
、
違
う
年
代
の
相
手
と
も
連
絡
が

取
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

家
族
や
親
し
い
友
人
間
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
お
く
と
便
利
で
す
。

困
っ
た
こ
と
を
相
談
し
た
り
、
近
況
を
報

告
し
た
り
、
災
害
時
の
安
否
確
認
を
し
た

り
な
ど
の
使
い
方
が
で
き
ま
す
。
文
章
や

写
真
、
動
画
な
ど
を
送
っ
て
も
い
い
で
す

し
、
相
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
返
事
を
し
て

や
り
と
り
す
る
の
も
楽
し
い
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
通
知
を
オ
ン
に

し
て
い
る
人
が
多
い
の
で
、
通
知
が
多
過

ぎ
る
と
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

早
朝
や
深
夜
は
な
る
べ
く
避
け
、
緊
急
性

が
高
い
こ
と
や
複
雑
な
話
は
電
話
を
す
る

な
ど
使
い
分
け
ま
し
ょ
う
。

◎
ビ
デ
オ
通
話
を
楽
し
ん
で
み
よ
う

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
（
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
）
に
接
続
す
れ
ば
、
音
声
通
話
や
ビ

デ
オ
通
話
も
無
料
で
で
き
ま
す
。
携
帯
電

話
回
線
で
通
話
す
る
と
料
金
が
か
か
る
の

で
、
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
が
あ
る
場
所
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

　

遠
距
離
の
相
手
と
も
電
話
代
や
時
間
を

気
に
せ
ず
に
通
話
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
利

用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
複
数
人
で
も
音

声
通
話
や
ビ
デ
オ
通
話
が
で
き
る
の
で
、

家
族
で
集
ま
っ
て
顔
を
見
な
が
ら
話
す
と

盛
り
上
が
り
ま
す
。
お
勧
め
は
、
孫
も
含

め
た
家
族
間
で
の
ビ
デ
オ
通
話
で
す
。
ま

だ
話
せ
な
い
年
齢
で
も
参
加
し
や
す
く
、

孫
の
成
長
を
確
認
し
た
り
、
歌
や
踊
り
、

作
品
な
ど
を
披
露
し
て
も
ら
う
の
も
楽
し

い
で
し
ょ
う
。

家
族
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ビ
デ
オ
通
話
の
す
す
め

成
蹊
大
学
客
員
教
授
／
Ｉ
Ｔ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
●
高
橋
暁
子

シ
ニ
ア
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
講
座

❻



令
和
５
年
産
麦
類 

初
期
栽
培
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

　

今
年
の
４
～
５
月
は
降
雨
が
定

期
的
に
あ
り
、
ま
た
、
最
高
気
温

が
30
℃
を
超
え
た
日
は
１
日
だ
け

で
し
た
。
こ
の
た
め
、
登
熟
が

じ
っ
く
り
と
進
む
豊
作
型
の
生
育

と
な
り
、
県
内
全
般
の
令
和
４
年

度
産
の
麦
類
の
収
量
は
、
平
年
並

か
ら
多
収
と
み
ら
れ
ま
す
。
一
方
、

県
東
部
地
域
で
は
、
６
月
３
日
に

降
ひ
ょ
う
が
あ
り
、
麦
類
で
倒
伏
、

折
損
、
脱
粒
な
ど
の
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。　

　

天
候
に
よ
る
影
響
を
最
小
限
に

す
る
た
め
に
も
栽
培
基
本
技
術
を

励
行
し
、
麦
の
高
品
質
・
安
定
生

産
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

一
　
排
水
対
策
・
出
芽
の
安
定

　

湿
害
を
防
ぐ
た
め
、
弾
丸
暗
渠

や
排
水
溝
（
明
渠
）
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。
排
水
溝
は
、
ほ
場
周
囲

と
ほ
場
内
に
５
～
10
ｍ
間
隔
に
設

置
し
、
外
部
の
排
水
路
に
つ
な
げ

ま
す
。
ま
た
、
出
芽
・
苗
立
ち
を

安
定
さ
せ
る
た
め
、
砕
土
を
丁
寧

に
行
い
、
多
湿
状
態
で
の
耕
う
ん

は
避
け
ま
す
。

二
　
適
期
・
適
量
は
種
（
表
１
）

　

作
柄
の
安
定
の
た
め
、
は
種
適

期
を
守
り
、
薄
播
き
を
心
が
け
ま

す
。
や
む
を
得
ず
、
は
種
が
適
期

よ
り
遅
く
な
る
場
合
に
は
、
は
種

量
を
１
～
２
割
増
や
し
ま
す
。

　

種
子
に
は
ベ
ン
レ
ー
ト
Ｔ
コ
ー

ト
等
の
薬
剤
を
乾
燥
重
量
０
・

５
％
（
種
子
10
㎏
に
対
し
50
ｇ
）

の
割
合
で
粉
衣
し
、
コ
ム
ギ
な
ま

ぐ
さ
黒
穂
病
や
オ
オ
ム
ギ
斑
葉
病

を
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

　

深
播
き
は
苗
立
ち
の
低
下
や
生

育
の
遅
れ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

適
切
な
は
種
深
度
（
２
～
３
㎝
）

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

三
　
適
正
施
肥
（
表
２
）

　

収
量
・
品
質
を
確
保
す
る
た
め
、

適
正
な
施
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

土
壌
が
酸
性
に
傾
い
て
い
る
ほ
場

は
石
灰
質
肥
料
を
施
用
し
て
pH
を

調
整
し
ま
す
。
ま
た
、
地
力
が
低

い
ほ
場
は
、
堆
肥
を
施
用
す
る
な

ど
、
地
力
増
進
を
図
っ
た
土
づ
く

り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

四
　
雑
草
防
除
（
表
３
）

　

除
草
剤
の
散
布
は
、
ほ
場
の
優

占
雑
草
や
麦
類
の
ス
テ
ー
ジ
を
考

慮
し
、
適
切
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
散
布
は
降
雨
直
前
を
避
け

て
で
き
る
だ
け
早
く
行
い
ま
す
。

　

近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
ス
ズ

メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
は
、
麦
類
は
種
前

に
非
選
択
性
除
草
剤
を
散
布
し
、

す
で
に
発
生
し
て
い
る
個
体
の
密

度
を
下
げ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
後
、
土
中
に
生
存
し
て

い
る
種
子
を
移
動
さ
せ
な
い
よ
う

耕
起
５
～
６
㎝
の
浅
耕
は
種
を
行

い
、
異
な
る
系
統
の
除
草
剤
を
組

み
合
わ
せ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

五
　
麦
踏
み

　

麦
踏
み
は
、
根
張
り
を
良
く
し

て
徒
長
や
無
効
分
げ
つ
を
抑
え
、

倒
伏
や
凍
霜
害
を
防
ぐ
効
果
が
あ

り
ま
す
。
天
候
や
土
壌
水
分
に
注

意
し
、
３
葉
目
が
見
え
た
ら
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
ず
年
内
に
１
回
、

年
明
け
以
降
は
、
茎
立
ち
前
（
３

月
中
旬
頃
）
ま
で
に
２
週
間
く
ら

い
間
隔
を
空
け
て
、
合
計
２
～
３

回
を
目
標
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

○
農
薬
使
用
の
際
は
、
ラ
ベ
ル
表
示

を
必
ず
確
認
し
て
か
ら
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

○
令
和
４
年
９
月
５
日
現
在
の
登
録

内
容
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

○
農
薬
の
飛
散
防
止
・
農
薬
使
用
記

録
の
記
帳
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

　

０
４
８
０
（
６
１
）
３
９
１
１

表１ は種期・は種量（ドリル播き）

麦　種 は種期
（月／日）

は種量
（㎏/10a）

は種
深度

小　　麦 11/10～25 ８

３㎝
程度二条大麦

11/5～20
５～６

六条大麦 ５～６

表２ 施肥基準（水田作･ドリル播き） 施肥量：10aあたり

麦　種 品　種
基肥施用量
（高度化成
14-14-14）

追　肥

施用時期
（月／旬）

施用量
（硫安）

小　　麦 あやひかり 60㎏ ３/上～中 10㎏

二条大麦 彩の星 50㎏ ２/上～中 10㎏

六条大麦 すずかぜ 50㎏ ２/中～下 10㎏

表３ 雑草防除（適用雑草：一年生雑草、スズメノテッポウ）
除草剤名 使用時期 使用方法 使用量/10a 散布液量/10a 本剤使用回数

ラウンドアップ
マックスロード*

耕起前又はは種前まで（雑草生育期）
は種後出芽前（雑草生育期） 雑草茎葉散布 200～

500ml
通常散布50～100L
少量散布25～50L ３回以内

クリアターン細粒剤Ｆ は種直後（雑草発生前） 全面土壌散布 4～5㎏ － １回

ムギレンジャー乳剤 は種後出芽前（雑草発生前） 全面土壌散布 300～
600ml

通常散布50～100L
少量散布25～50L １回

ハーモニー細粒剤F は種後～麦３葉期（雑草発生前～発生始期） 全面土壌散布 4～5㎏ － １回

ボクサー は種後～麦２葉期（雑草発生前～発生始期）雑草茎葉散布又は
全面土壌散布

400～
500ml

大麦　70～100L ２回以内小麦　50～100L
リベレーター
フロアブル

は種後～麦３葉期
（雑草発生前～イネ科雑草１葉期まで）

雑草茎葉散布又は
全面土壌散布

60～
80ml 100L １回

* 多年生イネ科雑草も対象

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。❼



当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡは、８月31日に北川辺支店で「コシヒカリ」の初検査を行いま
した。同支店管内は、県内でも有数の早場米の産地。
　初日の出荷量は紙袋6,639袋（１袋30㌔）とフレコン29本（１本
1,020㌔）の約228㌧。検査前の式典では、生産者約50人の他、野中
厚農林水産副大臣をはじめ、多くの関係者が参加しました。検査に先立
ち、ＪＡの大塚宏組合長は「米価の追加精算を多く払えるよう、農家の
手取り最大化に向け、努めて参りたい」と挨拶。
　また、加須市の角田守良市長は「埼玉県一の米どころ北川辺地域の『北
川辺コシヒカリ』は市の誇りだ」と激励しました。
　北川辺米の会森戸政治会長は、「60年食べてきた、飽きのこない美味
しさをこれからも守っていきたい」と話していました。

　ＪＡ女性部は８月２日、部員の健康維持と親睦を目的に、加
須市むさしの村で第25回グラウンドゴルフ大会を開催しまし
た。
　集まった部員は40人。新型コロナウイルスの影響で３年振
りの開催に、部員は「久しぶりのグラウンドゴルフ大会を楽し
みにしていた」と笑顔をみせました。感染対策と熱中症対策を
行いながら８ホールを２回計16ホールまわり得点を競い合い
ました。
　１位の女性部長賞は、北川辺支部の橋本悦子さんでスコアー
43をマークしました。長谷川タマ子部長は、「熱中症や怪我も
なく無事開催できて良かった。これからイチジクの農繁期を迎
えるが、ひと時の楽しい思い出ができたので、頑張って収穫し
たい」と話していました。

　ＪＡの農産物直売所５店舗で、９月３日から11日まで新米収穫祭を開催しました。
　管内産米の消費拡大が目的で毎年この時期に開催しています。直売所は朝から利用者で賑わいました。
　店頭に並んだ北川辺地区のコシヒカリを買い求めた男性は、「毎年ＪＡ直売所に新米を買いに行くのを楽しみ
にしている。娘にも送ろうと思う」と合計60㌔を購入していました。
　北川辺農産物直売所の多田富雄店長は、「消費者の皆様に安心してお買い求めいただけるよう、感染対策を施
しました。いち早く、新米を販売できるのは、ＪＡだからできること。10月の新米収穫祭も大勢のお客様をお
待ちしております」と笑顔で話していました。次回の新米収穫祭は、10月15日から23日の９日間、開催します。

コシヒカリ初検査

女性部がグラウンドゴルフ大会を開催

新米収穫祭開催

行田農産物直売所 北川辺農産物直売所羽生農産物直売所

左から秋山茂地域担当理事と挨拶を
する大塚組合長、野中農林水産副大
臣、千葉達也県議、高橋稔裕県議、�
角田市長他

後列：左から長谷川部長、６位小倉節子さん、
　　　５位岡戸文子さん、吉田岳雄常務
前列：�左から４位佐藤典子さん、２位大熊美智子さん、

１位橋本悦子さん、３位松村良江さん

野中農林水産副大臣㊧にコシヒカリの品質を説明する
小谷野諭農産物検査員㊥と生産者の山中栄一郎さん
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　８月18日、農林水産省の職員が加須市㈱山
中農産（山中哲大代表）の栽培する子実用トウ
モロコシの圃場を視察しました。
　加須市角田守良市長、大塚宏組合長と実需者
の㈲松村牧場松村淳専務他、関係者も多数同行
しました。
　水田フル活用の推進に向け、実際に子実用ト
ウモロコシを栽培している農家との意見を交わ
す事や、圃場の把握を目的としています。山中
代表は、「子実用トウモロコシを栽培するにあ
たり、播種機を導入した。設備投資等必要になるため、水田活用交付金は今後も継続していただきたい。農業資
材や、燃油高騰で経費がかさみ農家経営に影響がでている。経営を安定する施策を検討いただきたい」と要望を
伝えました。

　ＪＡは、８月30日に行田中部支店建設に先立ち、行田市谷郷の建設予定地で、地鎮祭
を行いました。ＪＡ役職員と工事関係者ら約30名が出席しました。
　行田中部支店は、鉄骨造平屋建、延べ床面積は、248㎡。金融共済店舗として営業予定
で、新店舗完成により２店舗が統合されます。
　行田中部支店建設により、組織基盤強化、組合員の利便性の向上に繋げることが目的で
す。
　工事の安全と建物が無事完成することを祈願した後、平井清敏副組合長は、「行田中部
支店は、行田地区の金融機関の拠点としてだけでなく、組合員と手を携える拠点としての
役割を担っている。組合員の期待に応えられるよう努めて参ります」と挨拶しました。

　ＪＡは、８月19日、24日の２日間に分けて、加須市ＪＡ鴻茎支店で（一
社）すくすく広場他11団体へ梨（品種：幸水）112㌜（15㌔／１㌜）
1,680㌔を提供しました。ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積
立金を活用し、地域の子育て支援が目的。
　すくすく広場の戸恒和夫専務は、「支援を必要とする家庭は主食を優
先しデザートや果物は後回しにする傾向がある。旬の梨の提供は子育て
家庭に喜ばれ、大変ありがたい」と感謝の言葉を述べました。
　今回の梨は、355世帯1,100人に配布されました。

　８月３日に加須市むさしの村にて、ＪＡほくさい
青年部は第１回通常総会を開催しました。令和２年
12月発足後、初めての総会となりました。
　部員は、米麦やキュウリ、トマト、花卉などの施
設園芸、養豚など多岐にわたる作目に携わる23歳か
ら50歳までの52人。

　新型コロナウイルス感染拡大の状況もありましたが、感染防止措置を講じ開催に至りました。大塚宏組合長ら
が見守る中、議事は第１号議案から第３号議案まで、当日参加者９名と書面で賛成22人、合計31名の承認を経
て決議されました。岡博和部長は、「今後も青年部活動を通して部員相互の連携と、個々のスキルアップを図っ
ていきましょう」と挨拶しました。
　今年度、各種食農イベントへの参加や他青年部との交流など行う予定です。

農林水産省が子実用トウモロコシ視察

行田中部支店で地鎮祭

フードパントリーに梨提供

青年部が総会を開催

子実用トウモロコシの圃場にて左
から山中代表、角田市長、大塚組
合長、松村専務

視察する農林水産省職員他

挨拶をする岡部長

梨を手にする戸垣専務㊧と
フードパントリー事業団体のみなさん

議案を審議する部員ら

鍬入れをする
平井副組合長
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　ＪＡは、自己改革基本目標の「地域活性化」を目指して、毎年夏に行われる北埼玉地区少年野球大会に協賛し
ています。ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積立金を活用し、参加賞として全チームに彩のかがやきを
贈るほか、優勝と準優勝のチームにメダル計40個、最優秀選手賞に盾5枚を寄贈しています。
　今年は、7月30日に行田市総合公園で開幕しました。コロナ禍のため開会式は行われませんでしたが、ＪＡの
吉田岳雄常務と、営農経済部の山岸雅明部長が始球式を務めました。
　行田水城少年野球の鷲巣颯太キャプテンは、「声だしと全力投球でチーム一丸となり優勝を目指します」と意
気込みを語りました。

　ＪＡは、常勤役員が若手農業者を訪問し、直接話を聴く活動を行
っています。ＪＡ自己改革の所得増大に向けた取り組みのひとつで、
いただいたご意見や要望を今後の事業運営に反映させることが目的
です。
　８月９日には、吉田岳雄常務が行田市で米麦や露地野菜を栽培す
る関和英之さんを訪ね、「肥料の価格高騰で経費がかさむ為、麦な
どの収量を増やす必要がある。ＴＡＣに相談し、窒素のコーティン
グ肥料を施肥する提案を受け使用したところ、実際収量があがった。
今後もコスト削減などの情報があれば、いち早く知らせてほしい」
とＴＡＣへの要望を伺いました。
　また、同10日には、平井清敏副組合長が、羽生市の漆原利征さ
んを訪問。米麦と施設野菜を栽培する漆原さんは、就農２年目。ス
マート農業や、省力化を積極的に経営に取り入れています。「ＤＸ
化を進めて欲しい。生産データの閲覧など、スマホなどの端末でロ
グインすれば見られるように簡素化すれば、情報を早く簡単に得ら
れる」と、ご意見をいただきました。平井副組合長は、「ＪＡも組
合員に向けてＳＮＳで情報を発信しているが、個人や部会向けに直
接情報をお届けできるようにＤＸ化を進めていきたい」と回答しま
した。

少年野球大会に協賛

あなたの声を聴かせてください ～常勤役員が担い手農家を訪問～

始球式を務める吉田常務㊧と山岸部長 贈呈したメダル、盾と彩のかがやき 彩のかがやきを手にする行田水城少年野球の選手たち

関和さん㊧の要望を聴く吉田常務

左から田中さん、名久井さん、岡田さん

漆原さん㊧と稲の出来を確認し
要望を聴く平井副組合長

　花咲徳栄高等学校食育実践科３年（愛称：うまいもんガールズ）岡田
彩瑛さん、田中悠絢さん、名久井愛実さんが、第11回ご当地！絶品う
まいもん甲子園関東甲信越選抜大会で優勝し、全国大会への出場が決ま
りました。埼玉県の米にこだわった「こめっけ」というライスボールで
勝負します。ＪＡ営農支援課渡辺昌美課長が、８月19日に加須市の同
高を訪れ、応援の言葉を贈り「こめっけ」ライスボールの試作用に、コ
シヒカリ、彩のかがやき、彩のきずな各５㌔と彩のかがやき米粉パウダー
３袋（１袋／300㌘）を手渡しました。

うまいもんガールズが全国大会へ
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　川里地区の花卉農家は、毎年夏に栽培する花苗を
高冷地に移して育苗を行っています。これは、夏季
の高温を避けて「山上げ」することで、花芽の分化
を早め、他の産地より早期に出荷することのできる
栽培方法です。
　栃木県日光市の戦場ヶ原には、今年19軒の農家
が花苗を移しました。
　生産者の１人は「戦場ヶ原の気候を有効利用して栽培する山上げは、なくてはならない作業。ここまでの生育
は、まずまずの出来。このまま順調に生育し、消費者が喜ぶような花を出荷したい」と話していました。
　８月31日には、ＪＡ吉田岳雄常務らが現地を訪れ、生産者を激励しました。

　８月６日、ＪＡ行田農産物直売所で1,000円以上
お買い上げのお客様を対象に、じゃんけん大会を行
いました。農産物の販売促進のため、イベントを開
催したいという生産者の声を受け企画しました。山
崎一男店長とじゃんけんをして勝った人にはスイカ
が、負けた人には野菜が贈られました。参加者は約
30名。

　山崎店長は、「事前に張り紙等で周知したため、市外からも来客があり通常より売り上げがよかった」とイベ
ントの成功を実感していました。参加者は、「じゃんけんに負けても新鮮な野菜がいただけたので満足」と笑顔。
　また、同12日のお盆セールには、約640人の来店がありました。普段の３倍の集客で、お盆商品や切り花の
売れ行きが好調でした。
　行田農産物直売所では、これからもイベントを企画し組合員に必要とされる店舗を目指します。

　９月２日、加須市加須地域水田農業推進協議会（松本信一会長）他
21団体は、加須市役所にて、加須市角田守良市長に、松本会長が代
表して、生産資材等の価格高騰に関する要望書を手渡しました。
　陳情には、北川辺地域水田農業推進協議会の秋山茂会長と、童謡の
ふる里おおとね水田農業推進協議会の山下達男会長も同行し、農業で
使用する燃料や飼料、肥料の価格高騰に対し、市内の農業者の経営安
定や営農が継続できるよう必要な施策の検討をお願いしました。要望
書を受け取った角田市長は「農業は、加須市の基幹産業。今回の要望
を重く受け止め、国と県、ＪＡと連携しながら対策を検討したい」と
話しました。

　生産者の「規格に合わない野菜だが、美味しさは変わらない。有効利用
したいがどうしたらよいか」という声に応え、羽生農産物直売所利用組合
は、今年６月から、ＪＡ羽生農産物直売所に、規格外農産物を取り扱うコ
ーナーを設けました。
　規格外コーナーには連日生産者から農産物が出荷され、売り上げも好調。
　規格外コーナーに出荷している尾上千代子さんは、「一生懸命野菜を育
てているが、どうしても曲がったり、傷ついたりしてしまう。このような
コーナーを設けてもらうと無駄がなくなり、売り上げも増えるのでうれしい」と笑顔。
　同組合平井紘一組合長は「最近の物価高騰もあり、規格外コーナーは、お客様から好評。自己廃棄していた農
作物から、所得を得られる農作物になり、生産者にも喜ばれている。今後も良い企画を考え、直売所を盛り上げ
たい」と力を込めます。

花苗を山上げ栽培

行田農産物直売所でじゃんけん大会とお盆セール開催

加須市長に要望書提出

規格外コーナーでフードロス削減へ

生産者に苗の生育について
質問する吉田常務㊧

生育状況を確認するＴＡＣと
花担当職員

山崎店長とじゃんけんをする
参加者

お盆セールで切り花を
買い求めるお客様

左から秋山会長、松本会長、
角田市長、山下会長
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星
近
く
住
ん
で
棚
田
の
星
祭
り　
　
　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

御
巣
鷹
の
記
憶
新
た
に
蝉
時
雨　
　
　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

蜩
や
終
わ
り
の
見
え
ぬ
畑
仕
事　
　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

ぐ
い
飲
み
に
菊
花
ひ
と
ひ
ら
浮
か
べ
け
り　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

用
水
路
嵩
筋
残
し
夏
終
わ
る　
　
　
　
　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

胡
麻
叩
く
打
出
の
小
槌
ふ
る
よ
う
に　
　
　

行　

田　

荒
井　

王
子

決
勝
戦
十
七
歳
の
夏
終
わ
る　
　
　
　
　
　

騎　

西　

湯
橋　

信
子

朝
顔
や
記
憶
の
隅
の
絵
日
記
に　
　
　
　
　

川　

里　

木
暮　

浅
代

結
末
を
先
に
読
む
癖
今
日
の
月　
　
　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

若
き
日
の
思
い
は
熱
き
蛍
の
夜　
　
　
　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

火
の
鳥
の
浮
か
ぶ
西
空
稲
の
花　
　
　
　
　

羽　

生　

長
谷
部
愛
子

暗
闇
の
納
屋
に
新
米
匂
ひ
け
り　
　
　
　
　
　

〃　
　

長
瀬　

三
男

秋
日
和
手
を
添
え
ら
れ
て
リ
ハ
ビ
リ
し　
　

加　

須　

立
野
よ
り
子

畑
仕
事
出
来
る
幸
せ
小
鳥
来
る　
　
　
　
　

羽　

生　

木
本　

政
秋

健
啖
の
日
を
重
ね
て
生
身
魂　
　
　
　
　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

立
て
る
膝
草
引
く
嫁
に
迫
る
雷　
　
　
　
　

羽　

生　

杉
山　
　

榮

行
き
違
う
線
香
の
香
や
秋
彼
岸　
　
　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

大
利
根
や
筑
波
に
続
く
月
見
草　
　
　
　
　

羽　

生　

平
井　

昭
政

甲
子
園
夏
の
思
い
出
走
り
出
す　
　
　
　
　

行　

田　

木
村　

有
里

早
場
米
鳥
追
い
凧
が
舞
い
上
が
り　
　
　
　
　

〃　
　

中
野　

一
郎

新
盆
を
迎
え
し
弟
の
安
ら
け
く　
　
　
　
　

羽　

生　

出
井　

允
子

※
12
月
号
へ
の
投
句
は
、
10
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

〒
３
４
８-

８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
経
済
部
営
農
支
援
課

（
住
所
不
要
）
宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
に
お
住
い
の
方
。
誌
面
等
の
都
合

に
よ
り
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
句
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

ポ
ス
タ
ー
の
笑
顔
が
歪
む
稲
光　
　
　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

（
評
）参
院
選
が
終
わ
っ
て
も
至
る
所
に
政
治
家
の
ポ
ス
タ
ー
が
目
に
付
く

笑
顔
の
物
が
多
く
、
語
り
か
け
て
い
る
様
だ
。
そ
の
ポ
ス
タ
ー
が
稲
光
に

よ
っ
て
歪
ん
で
見
え
た
と
言
う
。
実
際
に
歪
ん
で
い
る
訳
で
は
無
い
が
、

作
者
自
身
が
驚
い
て
歪
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

擬
人
化
を
使
っ
た
事
に
よ
っ
て
功
を
な
し
た
。

酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

鴻巣市屈巣
岡㟢義雄さん

かわさと通 信

　観葉植物を育てるのが趣味の岡﨑義雄さんを紹介します。
　今年、「極楽鳥花」（ストレリチア）の花を咲かせることに成功した岡﨑さん。11年前に親戚から頂いて
その時はまだ1m足らずのものでした。最初は奥様の実家で預かっていましたが、あまり育たなかったので
岡﨑さんの家で育てたところだんだん成長するようになりました。
　極楽鳥花とは鮮やかなオレンジ色の花を咲かせる多年草。
　オレンジ色のガクと青色の花びらがとても派手で、その姿が極
楽鳥のように見えることから「極楽鳥花」と呼ばれています。観
葉植物や高級な切り花としても人気があります。
　極楽鳥花は葉も特徴的で、大きな楮円形の葉は鳥が広げたよう
にも見えます。
　岡﨑義雄さん曰く、環境を変えずに一定の所で育てること、お
水は週一回、部屋の温度は一定を保ちながら育てなくてはならな
いので育てるにはとても難しいが、開花させた時にはとてもうれ
しかったそうです。「来年は株を分けて増やすことが目標。上手
に育てられれば毎年咲くらしいので来年も咲かせるように育てた
い」と意気込みを語りました。
　奥様の趣味が押し花なので、その作品作りの素材にするそうで
す。

各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。
今回は川里地区です。
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税
務
相
談

＆

Ａ

Ｑ

JAほくさい顧問税理士
西 田 芳 秋 氏

私
は
農
協
の
直
売
所
へ
野
菜

を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
年
間
の
販

売
高
は
５
０
０
万
円
余
り
で
す
か

ら
消
費
税
は
免
税
事
業
者
で
す
。

来
年
の
10
月
１
日
か
ら
は
出
荷
者

に
対
し
て
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行
を

求
め
ら
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
と

こ
ろ
で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
っ
て
何
で

す
か
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
し
な

か
っ
た
ら
ど
う
な
り
ま
す
か
。
イ

ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
に
は
ど
の

よ
う
な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
。

イ
ン
ボ
イ
ス
っ
て
？

　

イ
ン
ボ
イ
ス
は
消
費
税
の
仕
入
税

額
を
計
算
す
る
た
め
の
送
り
状
・
請

求
書
・
領
収
書
の
こ
と
で
適
格
請
求

書
等
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
費
税
の

課
税
事
業
者
間
の
取
引
に
お
い
て
、

適
用
税
率
や
消
費
税
額
を
正
し
く
伝

え
る
た
め
に
発
行
す
る
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
取
引
年
月
日
、
発
行

者
の
氏
名
と
登
録
番
号
、
税
率
毎
の

数
量
と
金
額
、
交
付
を
受
け
る
事
業

者
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
れ
ば

様
式
は
自
由
で
す
。

今
な
ぜ
イ
ン
ボ
イ
ス
な
の
か

　

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
消
費
税

の
標
準
税
率
は
10
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
８
％
の
軽
減
税
率
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
複
数
税
率
の
も
と
で
売
り

手
が
納
税
額
を
計
算
す
る
際
の
税
率

と
買
い
手
が
仕
入
税
額
を
計
算
す
る

際
の
税
率
を
一
致
さ
せ
る
の
が
狙
い

で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
が
ど
う
し
て
も
必

要
な
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
事
業

者
の
誰
も
が
こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発

行
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

イ
ン
ボ
イ
ス
の
し
く
み

　

消
費
税
は
売
上
の
際
に
預
っ
た
消

費
税
額
か
ら
仕
入
れ
た
と
き
に
支

払
っ
た
消
費
税
額
を
控
除
し
た
残
額

を
国
に
納
め
る
し
く
み
。
今
ま
で
は

物
を
仕
入
れ
た
際
に
受
取
っ
た
領
収

書
等
を
保
存
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た

の
で
す
が
、
令
和
５
年
10
月
１
日
か

ら
は
売
り
手
か
ら
受
け
取
っ
た
イ
ン

ボ
イ
ス
の
み
が
仕
入
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
は
消
費
税

の
課
税
事
業
者
で
、
し
か
も
適
格
請

求
書
等
発
行
事
業
者
と
し
て
税
務
署

長
に
登
録
し
た
事
業
者
で
な
け
れ
ば

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行
を
要
し
な
い
場
合

　

買
い
手
が
消
費
者
で
あ
っ
た
り
消

費
税
の
免
税
事
業
者
で
あ
る
場
合
、

買
い
手
が
消
費
税
の
簡
易
課
税
を
選

択
し
て
い
る
と
き
。
せ
り
に
掛
け
ら

れ
仲
買
人
等
に
買
い
取
ら
れ
る
卸
売

市
場
へ
の
農
産
物
の
出
荷
、
農
協
と

の
無
条
件
の
委
託
販
売
で
共
同
計
算

に
よ
る
精
算
が
行
わ
れ
る
も
の
は
、

出
荷
者
を
特
定
で
き
な
い
こ
と
か
ら

市
場
や
農
協
が
代
っ
て
イ
ン
ボ
イ
ス

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

免
税
事
業
者
は

イ
ン
ボ
イ
ス
が
必
要
で
す
か

免
税
事
業
者
は
ど
う
す
べ
き
か

　

課
税
事
業
者
へ
の
農
産
物
の
販
売

代
金
・
不
動
産
や
農
業
機
械
等
の
賃

貸
料
・
農
作
業
の
受
託
手
数
料
を
受

領
す
る
と
イ
ン
ボ
イ
ス
を
求
め
ら

れ
、
発
行
で
き
な
け
れ
ば
取
引
を
し

て
く
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
消
費

税
分
の
値
引
を
求
め
ら
れ
た
り
、
上

乗
せ
さ
れ
て
い
た
消
費
税
額
を
も
ら

え
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
な

る
か
、
免
税
事
業
者
の
ま
ま
成
り
行

き
に
任
せ
る
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
ボ
イ
ス
は
課
税

事
業
者
と
し
て
自
由
な
取
引
を
す
る

た
め
の
手
段
に
な
り
そ
う
で
す
。

課
税
事
業
者
に
な
る
損
得

　

免
税
事
業
者
で
あ
っ
て
も
、
仕
入

の
際
は
消
費
税
を
負
担
し
て
い
ま
す

か
ら
、
消
費
税
込
み
で
売
値
を
付
け

る
こ
と
は
自
由
で
す
。
消
費
税
の
免

税
事
業
者
は
納
税
義
務
が
な
い
の
で

売
上
税
額
と
仕
入
税
額
と
の
差
額

は
、
益
税
と
し
て
農
業
所
得
等
の
収

入
金
額
を
構
成
し
て
い
ま
し
た
。
食

料
品
と
し
て
の
農
産
物
を
生
産
す
る

免
税
事
業
者
で
課
税
売
上
高
が
５
０

０
万
円
の
場
合
、
課
税
事
業
選
択
者

に
な
り
簡
易
課
税
を
選
択
す
る
と
、

み
な
し
仕
入
れ
率
は
80
％
で
す
か
ら

納
税
額
は
８
万
円
に
な
り
ま
す
。
実

際
の
仕
入
れ
率
が
60
％
と
す
る
と
、

本
則
課
税
で
は
10
万
円
の
納
税
に
な

り
ま
す
。
免
税
事
業
者
で
20
％
が
課

税
事
業
者
へ
の
販
売
割
合
と
す
る

と
、
値
引
き
を
求
め
ら
れ
る
消
費
税

相
当
額
は
８
万
円
程
度
と
想
定
さ
れ

ま
す
。
免
税
事
業
者
と
し
て
同
規
模

の
販
売
を
続
け
た
場
合
の
益
税
は
８

万
円
で
す
が
、
消
費
税
相
当
額
を
全

く
も
ら
え
な
か
っ
た
場
合
は
、
30
万

円
の
減
収
に
な
る
勘
定
で
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
に
は

　

免
税
事
業
者
（
そ
の
年
の
前
々
年

の
課
税
売
上
高
が
１
０
０
０
万
円
以

下
の
事
業
者
）
は
消
費
税
の
課
税
事

業
者
選
択
届
出
書
を
提
出
し
、
適
格

請
求
書
等
発
行
事
業
者
登
録
申
請
書

を
提
出
す
る
と
、
税
務
署
長
か
ら
登

録
番
号
（
Ｔ
＋
13
桁
の
数
字
）
が
通

知
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
登
録
者
の

検
索
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な

お
、
令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で
に
事

業
者
登
録
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
令
和
５
年
10
月
１
日
を

含
む
課
税
期
間
か
ら
課
税
事
業
者
に

な
り
、
同
時
に
届
出
に
よ
っ
て
簡
易

課
税
制
度
を
選
択
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
す
で
に
課
税
事
業
者
で
あ
る

場
合
は
、
令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で

に
事
業
者
登
録
の
み
を
申
請
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｄの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
巨
峰
や
ピ
オ
ー
ネ
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア

な
ど
の
収
穫
体
験
が
で
き
ま
す

❷
竜
宮
城
で
舞
う
魚

❸
卵
と
鶏
肉
と
ご
飯
で
親
子
―
―
を

作
っ
た

❹
実
る
ほ
ど
頭
（
こ
う
べ
）
を
垂
れ

る
―
―
か
な

❻
コ
ロ
コ
ロ
と
気
分
が
変
わ
る
人
の

こ
と

❽
無
料
で
す
。
代
金
は
い
り
ま
せ
ん

❿
秋
の
空
に
ぽ
こ
ぽ
こ
と
浮
か
び
ま

す⓬
ろ
う
そ
く
の
炎
に
ガ
ラ
ス
板
を
近

づ
け
る
と
付
き
ま
す

⓮
学
校
の
教
室
に
並
べ
る
も
の

⓰
船
が
停
泊
す
る
と
き
に
下
ろ
し
ま

す⓲
ク
ル
ミ
が
似
合
う
げ
っ
歯
類

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
経
済
部

営
農
支
援
課
宛
送
付（
住
所
の
記
入
は
不

要
で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
ご
応
募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管

内（
行
田
市
・
鴻
巣
市
川
里
地
区
・
羽
生

市
・
加
須
市
）に
お
住
ま
いの
方
に
限
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
し
て
い

た
だ
く
場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日

よ
り
通
常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
４
年
10
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
９
月
号
の
答
〉

　

ツ
キ
ミ
ザ
ケ

タ
テ
の
カ
ギ

❶
機
械
な
ど
の
パ
ー
ツ
の
こ
と

❸
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
発
祥
の

国
で
す

❺
中
国
の
大
き
な
打
楽
器

❻
好
・
始
・
娘
・
妹
は
―
―
偏
の
漢

字❼
池
の
―
―
に
よ
っ
て
、
土
地
を
増

や
し
た

❾
日
本
国
憲
法
で
は
―
―
の
下
の
平

等
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す

⓫
学
校
の
運
動
会
で
踊
る
こ
と
も
あ

り
ま
す

⓭
視
聴
―
―
、
円
周
―
―

⓯
海
水
の
影
響
で
塩
分
を
含
む
湖

⓱
台
所
の
こ
と
。漢
字
で
書
く
と「
厨
」

⓳
た
ん
す
や
ソ
フ
ァ
な
ど
の
こ
と

⓴
ノ
ー
の
反
対
語

㉑
阿
寒
湖
の
も
の
は
国
の
特
別
天
然

記
念
物

☆
８
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
山
﨑　
孝
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
新　
　
典
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
永
澤　
　
修
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
渋
澤
美
代
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
杉
山　
悠
経
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
中
里
み
よ
子
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
福
田　
佳
可
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
遠
藤　
沙
織
さ
ま
（
大
利
根
）

　

秋
風
が
吹
き
日
差
し
も
や
わ
ら
か
く
、
過
ご
し
や
す
い
季
節
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

神
無
月
の
10
月
は
、
日
本
中
の
神
様
が
出
雲
大
社
に
集
ま
り
不
在

に
な
る
為
、
農
業
・
漁
業
の
神
様
で
あ
る
恵
比
寿
様
が
、
お
留
守
番

を
し
て
く
だ
さ
る
そ
う
で
す
。

　

私
の
地
元
で
は
10
月
20
日
に
、
恵
比
寿
様
へ
の
感
謝
を
込
め
て
新

米
・
さ
ん
ま
・
け
ん
ち
ん
汁
・
柿
を
お
供
え
し
、
五
穀
豊
穣
を
皆
で

祈
り
ま
す
。

　

涼
し
く
な
っ
て
き
た
お
か
げ
で
、
我
が
家
で
は
健
康
維
持
の
為
散

歩
を
し
な
が
ら
背
が
高
く
伸
び
た
ス
ス
キ
の
様
子
を
ゆ
っ
く
り
眺
め

て
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
�

Ｓ
・
Ｎ

編
集
後
記
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